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高 齢 者 の 筋 力 系 トレ ー ニ ン グ に よ る 医 療費 抑 制効 果
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Abstract

　　ln　 orderto 　studythe 　effectof 　musc 【eexercis ヒ ｛，n　the　 medical 　 expenditure 〔｝fthe　elderly ，a
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・
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1．緒 言

　わが 国 は，国民の 平均寿命が 2002年に 男78，3歳 ，

女 85．2歳 に達 し
，

人 口全体に 占め る 65歳以上 の 割

合は，20年前の 約 2 倍の 18．5％ に達 して い る
1）
．

こ の よ うな人 凵 の 高齢化 は，医学・医療 の発達 を

伴 っ て ，医療費の 増加 に寄与 し て お り ，
2001 年の

国民医療費は31兆円を超えた．そ の うち65歳 以上

の 医療費は
，

ほ ぼ 半分 の 約15，4兆円を占め て い る

2）．厚生 労働省 は 2000 年か ら，
「
運動」

「

栄養 」
「休

養」 の 第 1 次予防を柱 に し，国民の健康 目標 を示

した
「
健康 日本 21」 政 策 を実施 し て い る が ，第1

次予防行動が医療費削減に効果 的 か ど うか，今後

の 実証的研究が 強 く望 まれ て い る ，予防事業 と医

療費 との 関連 に つ い て ，川口 た ちは
， 老人保健法

に 基 づ く健康診査の 受診率と地域医療費との 関連

を報告 した
3〕．関 山た ち

4｝
，中瀬

5）
，上 野

6）
は健

康教育 と医療費軽減 と の 関連 を報告 した，また，

神山た ち
7）

は ，保健情報 の 周知度が低 い 地域は，

高 い 地域 に比 べ て 医療費が高 い 傾 向があ る こ とを

報告 した．第 2 次予 防，第 3 次予 防 と医療費 との

関連で は ，佐藤た ち
8）

は，糖尿病患者の 生活習慣，

健康行動 を と っ た患者の方が医療費は低 い 傾向が

あ る こ とを報告 し，柿原 た ち
9冫

は ，糖尿病合併症

の 外来治療 費 の ，徳 永 た ち
⊥°〉

は，肥満症の 出現

頻度低下 に よる治療 コ ス トの 削減 をそ れ ぞ れ 試算

した．こ れ らは，地域集団 または患者集団 におけ

る保健 ・受療行動 と医療費との 関連 を示 した もの

と して 興味深 い ． しか しなが ら，わ が 国で は
， 第

1次予防行動の 実施に よ っ て 医療費が どの 程 度抑

制 され る か の 検討は 非常 に少 な く
ユ1）

，藤 谷たち
12｝

に よる 地域住民 を対象 に した介入研究 で は効果が

O
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示 され て い る が，原田 た ち
13）

は ， 高血 圧 患者 に

対す る 運動療法の 費用効果は
， 薬物 療法よ り低か

っ た こ とを報告 して い る．そこ で ，本研究で は筋

力 トレーニ ン グを含む運動介入 に よる医療費削減

効果 を検証する ため
， 高齢者主体 の 筋力向上 や健

康増 進効果 を報告 した茨城県大洋村 に お い て
］4）

，

筋力 ト レ
ーニ ン グ を含 む 介入 プ ロ グ ラ ム を実施

し， 運動介入群 と非介 入群 の 医療費を追跡調 査す

る こ とに よ っ て ，第 1 次予防行動 と医療費の 関連

を疫学的 に分析 した ．

皿．方 法

　A ．対 　象

　茨城県大洋村の 健康増 進施設 にお い て ，満 20歳

以上 の 村民に対する 運動 プ ロ グ ラ ム を実施 した 44

人 （介入群〉と
，

ほ ぼ 同じ時期に プ ロ グ ラ ム を実施

しなか っ た64人 （対 照群）を対象と した．こ れ ら の

うち
， 介入後 2 年間 の 国民健康保険 の 給付記録か

ら個人別医療費デ ータ が入手可能で ，か つ 入 院医

療費が無 い 者（外来医療費が 2 年間あ っ た者）を分

析対象 とした ．最終的な分析対象者 （継続者）は介

入群20人，対照群 23人で あ っ た．

　さらに
，
2000年 1 月よ り，ウ ェ イ トト レーニ ン

グ の 種 目 に レ ッ グエ ク ス テ ン シ ョ ン を追加 し，同

時に持久力系教室 の 最 後の 15分程度 を イ ン ナ
ーサ

イ ・ス ク ワ ッ ト ・レ ッ グ エ ク ス テ ン シ ョ ン の 足回

り3 種 目の 筋力 トレ
ー

ニ ン グを実施す る時問 と し

た．

　 C ，分析方法

　国民 健康保険 レ セ プ ト情報か ら年間（10月〜翌

年 の 9 月）の 医療費を算出 し， 運動 プ ロ グ ラ ム の

介入群 と非介入群別 に，運動開始時か ら2000年 9

月 まで の 医療費の推移を求めた．なお，医療費 の

集計 にあた っ ては，調剤費 もこれに含め た．しか

し，歯科 と食事療養費は含め なか っ た．また ， ユ999

年10月 か ら2000年 9 月まで の 医療費に は入 院医療

費も含め た ． 3 年 目に給付記録が な い 者 に つ い て

は，そ の 期間中 に 国民健康保険の 被保険者で あっ

た こ とを確認 した．医療費の 分 析は ，両群問 の差

は対応の ない Wilcoxon の 順位和検定，同
一

群 の

年度 間の 差 は 対 応 の ある Wilcoxon の 順 位和検定

を用 い て分析 した．統計解析 の た め の プ ロ グ ラ ム

は Halwin を用 い た．

　 B ．運動の介入方法

　 1．運動の 時期　1997年10月か ら2001年 3 月 に

行われ た．

　 2．運動 プ ロ グラ ム　運動介入群 は
， 有酸素運

動 を中心 と した 1時間の 持久力系教 室 と
，

ウ ェ イ

ト ト レ ーニ ン グ 6 種 目 （イ ン ナ
ー

サ イ，チ ェ ス ト

プ レ ス ，ロ
ー

イ ン グ
，

ダ ン ベ ル ス ク ワ ッ ト， トラ

ン ク カ ール ，バ ッ ク エ ク ス テ ン シ ョ ン ）とエ ア ロ

バ イク30分が セ ッ トに な っ た筋力系教室を，週 1

回ず つ 計週 2 回実施 した．

　 D ．イ ン フ ォ
ーム ド・コ ン セ ン ト

　運動介人は，地域住民の健康増進 を 目的 と して

実施 され た もの で あ り， 対象者に は，予め意 図を

説明 し同意を得た．

皿．結 果

　対照群 23人（男 2 人，女21人）と介入 群 20 人 （男

8 人 ，女12人）の 平均年齢はそれ ぞれ 68，4歳，65．2

歳で ，両群の 分布 に有意差 は認め られなか っ た （表

1 ）．

Table　1．　 Charac仁eristics　and 　medica ［expenditures 　in　cQntrol 　and 　exercise 　grQup ．

Medical　expe 口ditures　（yen　／　year）
N Age　（year ）

1997 199S 1999

Control　　23　（2　men ，　21　women ）　69．4± 5．68　1S2，336 ± 108，了26　 230，599± 137，764　296，422± 1了5，018

Exercise　　20　（8　men ，　12weme 冖）　65．2± 5．61　 126，882：ヒ124，493　　134，254± 117，034　　148，1了0± 115，453

N 工工
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Figure 　 l．　 Mean　 medlcal 　expenditures 　of　control 　 and 　exercise 　grQup 　frQm 　1997 　tD　l999．

　 Medical　expenditures 　Lnclude 　expenditures 　of　pharmacy 　bu匸 does 　not 　inelude 　expendi ・

　 tures　by　deτ1tistry 　an ⊂［diet　therapy ．

　
＊ ⊥

Significant　difference　between ユ997　and 　l999　b｝
」paired　Wilcoxon　test、

＊ 2Sigmf
［cant

　 difference　be亡ween 　cDntro 【and 　exercise 　group　by　unpaired 　WHcoxQn 　test．

　対照 群 の 1 人 当た り年間医療費の 平均は
，

1997

年（10月〜1998年 9 月）は182，336円，1998年 （10月

〜1999年 9 月）は 230，599 円 ，
］999年 （10月〜2000

年 9 月）は 296，422 円 であ っ た．一
方，介入群は，

1997年 は126，882円，1998年は 134，254円，1999年

は 148，170円で あ っ た ， 2 群 の 医療費 を同 じ年で

比較す る と，初年度（1997年）は ，対照 群 と介入群

の 間 に有意差 は 認め られ なか っ たが
，
1998年 ，

1999

年 の い ずれ に お い て も，対照群 は
， 介入群 よ りも

有意に 医療費が高か っ た．1997年か ら1999年 の 2

年間 の 推移を 見 た場合は ，対照群の 医療費が有意

に増加 して い た．こ れ に対 し，介入群の 医療費に

は ，有意差 は認め られなか っ た （図 1＞，なお ，1999

年 の 医療費に は，入 院費 も含 まれ て い る．

N ．考 察

　対照 群は ，1997 年か ら1999年に か けて 医療費は

有意に 上昇 して い た（62．6％ ）が ， 運動プ ロ グ ラ ム

を実施 した介入 群の 上 昇率は 16．8％ で ，有意で は

な か っ た ．こ の こ とは，運動の 介入が ，医療費の

上昇抑制効果 を もた らす可能性 を示 した．

　海外の 研究で は，高齢者 に安全 な歩行や 筋力バ

ラ ン ス 機能訓練を含む多方 面 の 介入 を行 っ た 3 ヶ

月の 転倒予 防プロ グ ラ ム に お い て
， 平均の 健康管

理 コ ス トは，介入群 は対照群 よ りも約2，000ドル

少 なか っ た とい う結果が あ り
15）

，こ れは低血圧，

鎮静剤使用，腕力，筋力 ，バ ラ ン ス 低
．．
ド等の危険

因子 を4つ 以 上持 つ ハ イ リス ク 群で効果が大 きか

っ た と して い る ，一方 ， 原 田 た ち
13）

の ，高 illl　ll

患者 に対する運動療法の 費用 効果は，薬物療法 よ

りも運動療法が低 く，こ れ は，運動療法に 要する

ス タ ッ フ の 人件費に よ る と こ ろ が大 きか っ た．本

研究で は，費用効果分析 は行 っ て い な い の で ，今

後は ，プ ロ グ ラ ム 実施 の コ ス ト等を考慮する とと

もに
， 運動 に よ る QOL の 上 昇効果 も含め た多方

面 か らの 評価 をする必 要があ る と考 える
16 ）

．

　また，本 プ ロ グ ラ ム は
， 複数の 筋力 ト レーニ ン

グ機器が利用 された こ とか ら，対 象者 へ の効果が

現れ や す か っ た と考 えら れ る ．川 口 た ち
17）

は ，

大洋村で の 調査 で ， 1 日の 歩行距 離が 長 い 人 の 方

N 工工
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が年 間の外来医療費が低 く，そ の 差 額は 若年層 よ

りも60〜70歳代 に お い て 大きか っ た こ とを報告 し

た．従 っ て ，地域全体の 健康増進 を考えた場合，

よ り手軽 な運動 を 日常生活に取 り人 れ た 医療費抑

制効果の 検討が必要で あ ろ う，

　本研 究 デ ザ イ ン と結果 に は以下 の 問題点が あ

る ，

　本介入プ ロ グ ラ ム の 実施規模は，各群20人程度

と小規模で あ っ た こ とか ら ， 今後は，さ らに 多 く

の 対象者 を実施 して ，交絡因子 を調整 し た上 で の

運動介入効果 を評価する必要があ る と考える．

　対象者 の うち医療費デ ータ の 利用 ・∫能な者 は ，

給付記 録か ら医療費デ
ータが入手で きた国民健康

保険被保険者 に 限 られた の で ，最終的な分析対象

者は 40％ で あ っ た．従 っ て ，特定の 被保険者集団

の 選択 バ イア ス が生 じて い る可能性があ る．また，

介入以前 の 医療費 情報 を収集する こ とが で きなか

っ たた め，介入以 前 と以 後とを比較で きなか っ た．

　医療費は ， 1 人当た りの 年間総医療費を唯
一

の

変数 と して 評価 して お り， 診療内容や 薬剤の 種類

は分析 出来なか っ た．従 っ て，対照 群 と介入群の

医療費上昇抑制が
，

どの よ うな疾病 の 有無 と 関与

して い る の か は ，今後の 問題 と して 残 され た．

　高齢者 を主体 と した運動 の 取 り組み は
， 筋力の

鍛 錬 に よ る 転倒 ・寝 た き りの 予 防，代 謝 の 改 善

や，活発で 積極的な老年時代 を過 ご す ため の 手段

と して ，今後もプ ロ グラ ム の 開発 と評価が 強 く望

まれ る ．

V ．ま　　 と　　め

　筋力系 トレ
ー

ニ ン グを含む運動 の 介入 を受けた

高齢者 は 同年代の対照群 よ りも，そ の 後の 医療費

の E 昇が 小 さ か っ た ．こ の 結果は ，筋力 トレ
ーニ

ン グが高齢者の医療費の 抑制に 有効で あ る こ と を

示唆 して い る．
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